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細菌分類学 の 流れ

　　 東京農業大 学

　　　 駒形和男

　微生物 学の 誕生 い ら い 微生物 の 分類 と同定は ，微生 物の 研究者 に と っ て 強 い 関心 事で あ

っ た ．細菌分類学は，歴史的に次ぎよ うな段階をへ て 発展 し て きた も の と思 われ る ，
1．形 態学 の 時代

　初期の 微生物分類学で は ，微生物 の 形態学的特徴 が分類 の 指標 で あ っ た ，細菌分類学も

例 外で はな い ．1872 年，Cohn，　F．は細菌を そ の 細胞形態か ら 4 群 に大別 した ，すなわち，
Sphaerobacteria（cocoi ），　 Microbacteria（short 　rods ），　 Desmobacteria（e豆ongate 　rods ）， お よび

Spirobacteria（spirals）で あ る ．彼 は ，
こ の 時代 に細菌の 属や種は形態属で あ り形態種で あ っ

て ，動植物 の 属や種 の よ うな意味を持 たない こ とを指摘 して い る．
』

2．生 理 学 ・生化学の 時代

　細 菌は ，形態的特徴が 乏 しい た め ， 1900 年前後，生理
・生化学的性 状が分類 ・同定に用

い られ た．1892 年，Beijeinck，　M ．　W ．は発 光性 に基づ い て Photobacteritmiを設 立 した ．こ

れ が
， 細 菌 の 分類 に 生 理 学 的性状 を 取 り入 れ た最初 の 研 究 で ある ．彼 は ， 1901 年 に

Azotobacterを発 表 し ， さ らに ， 糖の 発酵性や硝酸塩の 還元 を Aerobacter（現在 の Enterobacter）
の 同定に用い て い る．1936年 ， Kluyver，　A ．　J，＆ van 　Niel，　C ．は，細菌を細胞形 態 ， 運動性 ，
栄養様 式 に基づ い て 分類 し，細 菌の 進 化 に つ い て も考察 し た．彼 らの提案 した細菌の 系 統

関係 は ， 今 日 の 知識か らすれ ば理解 しが た い が ， 当 時の研究 の レ ベ ル か らすれ ば無理 か ら
ぬ こ とである，

3．化学分類学の 時代

　 1960 年 代 ，DNA の 塩 基組成 が 細菌分類学に導入 され ，化学分類 学の 幕開けとなっ た．
続 い て ， DNA −DNA 類 似 度，菌体脂 肪 酸組 成 ， キ ノ ン系，酵素や タ ン パ ク 質 の 電気泳動パ

タ
ーン などの 情報が用 い られ，細菌の 相互 関係が物質 の レ ベ ル で論 じられ る よ うにな っ た ，

4．分子系統分類学の 時代

　 1966年，Zuckerkandl，　E ＆ Pauhng，　L．は DNA ，　RNA ，　polypeptidesの 情報高分子が分予進

化時計 となる こ とを示 唆 した ．1968 年，Kinura ，　 M ．は生物 の 進化距離を示すヌ ク レ オ チ ド

置換率を提案 し ， 1979年 ， Hori
，
　H ．＆ Osawa，　S．はこれを用い て ， 5S　rRNA の 塩基配 列 に基

づ く全 生物の 系統樹 を発 表 した．一方，1980年代，Woese，　C ．の グル ープは ，
16S　rRNA の

カ タ ロ グ法，16S　rRNA の 塩基配列 に基づ く細菌 の 進化 の 研 究 を発 表 し た ，これ らの 先駆

的研究は ，今ま で 不 明で あ っ た微生物 の 系統関係を分子 の レ ベ ル で 明 らか にす る道 を開い

た ．

5．次世代 の細菌分類学

　微 生物分類学は基本的 に二 っ の 面を も っ て い る．一
つ の 面は，philosophyoriented とい う

べ き分類や系統 ・進化 の研 究，他 の 面 は practice・oriented とい うべ き同定 の 研 究で ある．こ

れ らは 一
見矛 盾する よ うにみ え るが，命名法 と ともに分類学を構成する要素である．現在 ，

核酸 の 塩 基 配列か ら，そ の 存在が推定 され て い る が ， ま だ培養で きな い 細菌が 知 られて い

る．国際細菌分類命名委員会 （intemational　Committee　on 　Systematic　Bacteriology，　ICSB ．現

在 intemational　Committee　on 　Systematics　ef 　Prokaryotes，　 ICSP）は これ らの細菌に Candidatus
と い う階級 を与 え て い る ．今後，これ らの 細菌の 分離，分類 ， 同定 ， 保 存の 研 究 は ， 生態

学的な研究 とあい ま っ て 、 新しい 細菌分類学 を開 くで あろ う．
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